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については 日本語 を中心 とした 「Elementary

















これ らの連 絡 を受 けた短 プ ロチ ー ムで は


































































































































































































































































































































































各科 目の授業料が 57,600円発生する。 つま り5
week J‐ShIPで57,600円、 10 week J―ShIP‐では
113,200円の授業料を徴収し、これらを非常勤講師
の給与を中心とした運営経費として充当する。
一方、宿舎費用が10週間でおおむね 12万円発生
することから、それらをあわせて10 week J‐ShIP
で24万円のプログラム参加費を徴収することにした。
学外研修なども用意したが、それらは自由参加であ
り、研修への参加費は希望者から別途徴収することに
した。偶然ながら10週間プログラムで トー タルの参
加費が奨学金支給額と見合う金額の24万円となる。
このことによつて外部 。学生に対しては非常にわかり
やすいパッケージとなつた。もちろん運営費は受益者
が負担するプログラムなので、教室・教員等の手配が
'できる限りは、持続可能な運営が出来る可育旨陛のある
プログラムとしてデザインできたわけである。
OUSSEPなど受入大学がかなりのコストを負担せ
ざるを得ない交換留学などに比べ、受入イ則でもコス ト
意識を持った運営が可能でも有り、またそのための配
慮が必要なプログラムである。
5 むすびに代えて
2012年度のJ‐ShIPは教室確保の必要性から箕面
キャンパスで授業を実施する予定であり、2011年に
開発した「J‐ShIP住宅」との連携がより密接になる。
また以下の三つのオプションが用意されることが決まっ
ている。
」―ShiP sunllner
(6月下旬から8月上旬 ;8週間90コマ)
J―ShIP autumn
(10月上旬から12月中旬 :10週間90コマ)
J二ShIP winter
(12月中旬から2月上旬 :5週間45コマ)
短プロチームは」‐ShIPのスキームを派遣学生の多
い大学との関係緊密化などに戦略的に活用することを
目指し、カリフォルニア大学の東京スタディセンター
などとも話 し合いを重ねてきた。そしてカリフォルニ
ア大の夏休み時期に合わせて、1年次の日本語科 目を
受講しなかった (出来なかつた)カリフォルニア大学
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生が、J‐ShIPを夏休み中に集中受講することにより、
秋学期以降に2年次の日本語科目を受講できる仕組
みを作ることについて合意を得ている。これが6月
の」‐ShIP Summerであり、この日寺期には主として
カリフォルニア大学の学生を集めることが決まってい
る。
」‐ShIP winterは2011年に引き続いてオース ト
ラリアの学生の参カロが見込まれている。協定校関係者
などの間き取りの結果から、この背景には大学での取
得単位によつて授業料が変動する彼の地のシステムが
影響していることが判った。休暇期間中の5週間に
(日本ではセメスター中途であるが)4単位の日本語
単位を大阪で取得すれば、それが在籍校で互換される
ことによつて参カロ学生は在籍校に支払う授業料を節約
することにつながる。オーストラリアの学生にとつて
は、実践的な語学学習ができ、日本での様々な経験を
積む上に、本国の授業料負担を軽減することもできる、
という「いい話」であるという。
つまり」‐ShIP summerにしてもJ‐ShIP winter
にしても、それぞれの参加者に学習へのインセンティ
ブが高く、また課金をしてもそれぞれの学習者にとつ
て十分な (金銭的な)メリットを享受することが可能
であることが判ってきた。換言すれば、参加者が喜ん
で運営コストを負担するようなプログラムとして J‐
ShIPの運営を続けることが可能である。
大阪生まれのプログラムに相応しく、大阪大学にとっ
ても、送り出し大学にとつても、なにより参加学生に
とって、つまり誰にとつても「お得」な「教育型」プ
ログラムとして発展させていける可能性があるのが
J‐ShIPである。
それに加えて5週間を1つのユニットとする」―
ShIP(正確にはJAcc科目)は、短期での日本語教
育ユニットとして様々なプログラムと組み合わせるこ
とが出来る。各部局で専門教育のユニットを提供し、
国際教育交流センターが日本語ユニットを供出すれば、
大阪大学全体として魅力的なプログラムを構築するこ
とも可能になるであろう。
教育のユニット化についてはその質保証の観点も忘
れず、またサステイナブルな運営ができるような設計
が必要となる。短期プログラムに関わる様々な条件、
たとえば宿舎についてもすでに触れたようにJ‐ShIP
では新機軸を打ち出した。将来の大学国際化に向けて
パイロットモデルとして大事に運営していきたい。
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